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梓川の石ころ標本ラベル



梓川の石ころの特徴
砂岩や安山岩が多いので全体的に灰色っぽい。

火成岩として、花崗岩、花崗閃緑岩、安山岩が見られ、堆積岩として泥
岩、砂岩、礫岩（少ない）、様々な色のチャート、石灰岩（とても少な
い）があるので、中学校で学習する岩石をほとんど観察することができる。

梓川は北アルプス南部から流れてくるため、その河原には砂岩・泥岩や
チャート、メランジュ、緑色岩といった付加体堆積物（約2.5億年前～
1.5億年前）を起源とする礫（あずさ11～20）が多くみられる。石灰岩
も付加体堆積物だが、北アルプス南部には少なく、白骨温泉付近にしか岩
体が存在しないため、石灰岩の礫はとても少ない。
また、上流には乗鞍岳、焼岳といった新しい時代の火山（両火山とも活

火山）があるので安山岩やデイサイトといった火山岩（角閃石や輝石を斑
晶として含む斑状組織の火成岩）もふつうに見られる（あずさ5・6）。
穂高連峰山頂部には、斑晶に富む溶結凝灰岩（穂高安山岩）が露出するた
め、そんなに多くないが、溶結凝灰岩もある（あずさ9）。
穂高連峰周辺や鉢伏山周辺には花こう岩（約1億年前～7千万年前）も

露出するため、花崗岩もふつうに見られる。これらの花こう岩によって変
成したホルンフェルス（接触変成岩の一種）もふつうに見られる。また世
界で最も若い深成岩である滝谷花崗閃緑岩（約120万年前）も見られる。



梓川の河原



梓川の石ころ



梓川と北アルプス南部
蝶ヶ岳（雪を被った白い山）より南側の北アルプスには、砂岩や泥岩、

チャート（付加体堆積物）が多い。写真の左奥の大きな谷が梓川。

安曇野市より

蝶ヶ岳



梓川と乗鞍岳
梓川の谷の奥に真っ白な乗鞍岳（噴火でできた安山岩の山）の

山頂部がのぞく。

松本市より
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